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ファストドクター代表取締役
水野 敬志 Takashi Mizuno

● 1984年生まれ（39歳）、愛媛県出身

● 京都大学農学部卒業・京都大学大学院農学研究科修了

● 2009年：新卒で外資系戦略コンサル（Booz&Company）

● 2013年：楽天グループ株式会社

● 2017年：ファストドクター株式会社

● 2022年：Forbes 日本の起業家ランキング2023 第1位受賞。
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医療業界の人力作業を省人化するのが大好物で今日ここにいます

PCR検査結果の自動通知

900秒 → 0秒
HER-SYSへの発生届の自動登録

600秒 → 10秒
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創業Vision：

不要な救急車搬送を3割減らす

Vision2030：

1億人のかかりつけ機能を担う
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医療においてLLMは活用出来るか?

1.   解くべき大きな 社会課題 がある

2.   LLMが課題に対する 解決策 たり得る

YES

BUT 3.   ルール面 の実用化課題

ー 規約面の課題・国内法における課題・個人情報における課題

ー どうしたら結果を信頼して安心して実用できる？

4.   品質面 の実用化課題
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医療においてLLMは活用出来るか?

1.   解くべき大きな社会課題がある

2.  LLMが課題に対する解決策 たり得る

YES

BUT 3.   ルール面 の実用化課題

ー 規約面の課題・国内法における課題・個人情報における課題

ー どうしたら結果を信頼して安心して実用できる？

まずは

可能性に

ついて

4.   品質面 の実用化課題

13



医療においてLLMは活用出来るか? - 専門知識の補助

専門性が高めな診察の補助がChatGPTによって可能となる

GPT-4により完全一致が39%で、64%がCPC診断の鑑別リストに含まれる

診断における医師のサポートとして有望な可能性を示す

YES

14



医療においてLLMは活用出来るか? - カルテ生成

音声からのカルテ作成・サマリ作成

YES

出典：TECHALB GPT4搭載のAI電子カルテ「CalqKarte」、事務作業に追われる医療現場の手助けに

事務作業に追われる医療現場の手助けに

音声の書き起こし ≠ カルテ

(医療記録)

SOAPなどのフレームワークに

のった、端的な文章となる必要

がある。
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YES医療においてLLMは活用出来るか? - 患者への共感性

医学的質問への回答が、医師より情報の質で3.6倍、共感度は9.8倍高かった

患者説明の補助としても、有効になり得る

専門家79％「医師よりチャットGPTの回答の方が優れている」
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YES医療においてLLMは活用出来るか? - LLMが有効な特性

長 所

品質の作り込みがポイントとなってくる

1.長文を入力として、総合的な判断を出力するような処理

2.サマリの抽出や構造化されたデータの自動抽出

3.箇条書きのような端的な情報から、接遇性を考慮した文章への膨らませ

一般的な
課題点

十分なデータ知識の無い領域について、
それらしい誤った情報を出力するケースが有る
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医療においてLLMは活用出来るか?

1.   解くべき大きな社会課題 がある

2.   LLMが課題に対する解決策たり得る

YES

BUT
ー 規約面の課題・国内法における課題・個人情報における課題

ー どうしたら結果を信頼して安心して実用できる？

4.   品質面 の実用化課題

3.   ルール面 の実用化課題
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医療における課題

社会的コストや

医師不足の課題
労働生産性の課題
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医療における課題

社会的コストや

医師不足の課題
労働生産性の課題
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リソース不足が日常的になる「2040年問題」

2040年「国民の3人に1人が高齢者」となる時代に突入
医療需要がピークに達する一方で、生産年齢人口の減少により医療・介護分野の担い手も急減することが問題視され
ている。

出典：出典：日本総研「問題提起『多死社会が抱える課題』 多死社会を迎える日本 2040年の姿」
22
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社会保障における医療・介護費が増大

超高齢社会の進行が国の財政を圧迫
年金受給年齢は引き上げされ、支給額は現在の半分になることが予測されているため伸び率が低い一方で、医療・介
護費は大幅増となり、社会保障費を圧迫している要因に。

出典：2040年を見据えた社会保障の将来見通し(議論の素材)（注）医療については、単価の伸び率の仮定を２通り設定しており、給付費も２通り（①と②）示している。
※平成 30 年度予算ベースを足元に、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」、内閣府「中長期の経済財政に関する試算（平成 30 年 1 月）」 等を踏まえて計算。なお、
医療・介護費用の単価の伸び率については、社会保障・税一体改革時の試算の仮定を使用 。 23
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2024年問題 医師の時間外労働の上限規制

2024年4月ー医師にも時間外労働の上限規制が適応される

特に大学病院の医局所属医師の労働状況が過

酷であったための規制

大学病院の医局は地域に専門性の高い医師の

配置を整える役割が暗黙的にあった

特に地方で専門医が不足する可能性が高い

1. 現時点で その地域にいる医師に専門以外 の疾患も診てもらう

2. 専門性の高い医師を バーチャルに地域医療に組み込む
24



医療における課題

社会的コストや

医師不足の課題
労働生産性の課題

25



医療・福祉産業は2000~2009年で

• 付加価値の伸び：年5%

• 労働生産性の伸び：年1%

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

労働生産性の課題

医療・福祉産業は労働投入量の拡大に偏った成長となっている

資料：内閣府 平成23年年次経済財政報告
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医師業務でのドキュメントワークの負担が大きい

医師のドキュメントワークは生産性向上のカギとなっている

出典：令和2年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（中医協）
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アナログ文化が色濃く残る医療現場

28



1. 会社概要と事業紹介

2. 医療におけるLLMの活用可能性

3. 医療における社会課題

4. LLMの適用事例

5. 導入にあたっての課題

6. まとめ

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

29



©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

LLMの活用事例

国内・海外事例 ファストドクター事例
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出典：THE Medical AI Times Googleの医療AIチャットボット – 臨床環境で試験運用

LLMの活用事例:Google 医療AIチャットボットの臨床検証

https://aitimes.media/2023/07/10/13602/
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https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCB296TO0Z20C23A6000000/

出典：日本経済新聞 2023年7月4日2:00配信「中国のオンライン診療、医療向け大規模言語モデルを開発」

LLMの活用事例:中国 医聯社の医療用大規模言語モデルMedGPT

● 中国 Medlinkerの医療特化型LLM

● 疾病の予防から診断・治療・リハビリま
での全プロセスをインテリジェント化

● 海外でプラットフォームが作られていく
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ユーザの蓄積した悩みや思考に対して、寄り添ったアドバイスを行うメンタルヘルスケア

客観的な視点でアドバイスやコメントを行うことでモヤモヤした感情を受け止める

出典：DIGITAL SHIFT TIMES 「Awarefy、AIがユーザーの悩みに寄り添うアドバイスを行う「AI コメント」機能をリリース」

LLMの活用事例 メンタルヘルスケア

33



©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

患者の背景に応じた病状説明を提供する機能ChatGPTの特長を生かした、適切な説明を

提供することの医師負担を軽減に

出典：PRTIMES  4月3日、医師向け臨床支援アプリ「HOKUTO」に導入開始 AI技術 OpenAI GPT-4を活用した新機能
〜患者への説明内容の考案を支援、キーワードから最新のおすすめ研究論文を抽出〜

LLMの活用事例 患者への説明文生成AI
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LLMの活用事例

国内・海外事例
ファストドクター

事例
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LLMにおける自社取り組み 医師国家試験の合格

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..
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https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000071.000031533.html

• GPT3と同等の1,750億パラメーターで
医学書・過去問等を学習

• 画像認識のCNNを追加して、画像問題
に対応

• GPTが苦手な数値計算に追加対応

• 禁忌選択肢を医師とチューニング



LLMにおける自社取り組み 病名サジェスト

オペレータによる問診結果に基づき、病名サジェストでLLMを活用

医師の正確な診断をするための品質向上に

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..
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特に医療現場で医師不足の課題が大きい救急科と小児科において、

専門医でなくても診察にあたれるサポートシステムを開発中

LLMにおける自社取り組み 専門外のサポート

出典：マイナビDOCTOR 診療科目別「医師の不足感に関する現場認識」
38



LLMにおける自社取り組み オンライン診療カルテ生成

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

医師、患者間のやり取りから電子カルテの下書きを作成オンラインから取り組み

はじめて、リアルな診察へ活用を模索
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社内事例 ファストドクターの強み

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

医療ワークフローの中でLLM活用可能な領域は広い
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エンジニアが「医療の生の課題」に触れることで

医療DXの競技人口を増やす

医療ChatGPTハッカソンの実施

参加者: 11チーム/34名 + 医師 9名

開催

目的

41
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医療ChatGPTハッカソン:イベント概要

ChatGPTの特性を活かした「現実の医療課題」にアプローチする提案が得られた

42



医療においてLLMは活用出来るか?

1.   解くべき大きな社会課題がある

2.   LLMが課題に対する解決策 たり得る

YES

BUT 3.  ルール面 の実用化課題

ー 規約面の課題・国内法における課題・個人情報における課題

ー どうしたら結果を信頼して安心して実用できる？

4.   品質面 の実用化課題
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ルール面の実用課題 ChatGPTによる規約

Chat GPTで生成された健康情報に関することを直接フィードバックすることは禁止

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

出典：Open AI Usage policies
44



ルール面の実用課題 医師法に基づく規定

大前提: 医療行為を提供できるのは医師免許を保有する医師のみ

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..
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ルール面の実用課題:ChatGPT個人データのプロンプトへの入力

これから広がる LLMを扱うにあたって、個人情報を活用した場合は分類は以下のよ

うになる。個人情報以外でも医療情報を扱うには各種法令への準拠が必要

● 個人情報保護法上の観点
○ 個人情報の「提供」にあたるかどうか

■ OpenAIのオプトアウト設定で十分とするか
○ 国内事業者か海外事業者か

■ AzureAIの日本リージョンであればよいのか
○ どの程度の匿名化を挟めば「個人情報を識別出来ない」とみなせるか

■ カルテのSOAP情報は
■ 希少疾患で症例が少い場合は? どの程度の希少疾患からか

● 3省2ガイドラインの観点
○ 委託先は管理監督が可能か。OpenAIが日本法に準拠した規約を提供すればよいか。

どのような前提条件が揃えば利用可能なのか、どのような情報であればOKか

総合的な判断が必要であり、活用の判断が難しい
46
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ルール面の実用課題:医薬品医療機器法等

どのようなLLM活用が「医療機器」となるかが大きな論点

医療機器に該当する場合は、実医療適用のリードタイムが増大
47

厚生労働省：プログラムの医療機器該当性に関するガイドライ
ンについて



医療においてLLMは活用出来るか?

1.   解くべき大きな社会課題がある

2.   LLMが課題に対する解決策 たり得る

YES

BUT 3.  ルール面 の実用化課題

4.  品質面 の実用化課題

ー 規約面の課題・国内法における課題・個人情報における課題

ー どうしたら結果を信頼して安心して実用できる？
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同一プロンプトでも回答（品質）が安定しない問題

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..

期待する結果が得られているか継続的な品質確認が必要
当社のサンプルデータによる実験結果

49



ファストドクターでのLLM品質担保のアプローチ

医療従事者とAIのハイブリッドで活用領域を模索

©2022 FastDOCTOR Inc. All rights reserved..
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まとめ 医療においてLLMは活用出来るか?

1.   解くべき大きな 社会課題 がある

2.  LLMが課題に対する 解決策 たり得る

YES

BUT 3.   ルール面 の実用化課題

ー 規約面の課題・国内法における課題・個人情報における課題

ー どうしたら結果を信頼して安心して実用できる？

4.   品質面 の実用化課題
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1.  解くべき大きな 社会課題 がある
YES

医療費の最適化が期待される。

特に直近では地方の専門性の高い医師の医療リソースの枯

渇する可能性がある。

①専門外の診察をエンハンスするAI

②専門性のアロケーションを柔軟にする

まとめ 医療においてLLMは活用出来るか?
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2.   LLMが課題に対する 解決策 たり得る
YES

長い文章から総合的な知的判断がLLMは得意な傾向がある。

①治療経緯からの総合的な判断

②治療のベストプラクティスの推薦

③長文からのサマリ情報、構造化情報の抽出

④患者フィードバックの丁寧なドラフト生成

まとめ 医療においてLLMは活用出来るか?

54



3.   ルール面 の実用化課題
BUT

複数のレイヤーの規定・ルールが存在する

複数のレイヤーに参加者がよく理解し、適切に対応していく必

要がある。特に個人情報については、総合的な判断が必要。ガ

イドラインをご提示頂けるとありがたいです。

官庁と民間のコミュニケーションもこれからさらに重要になる

まとめ 医療においてLLMは活用出来るか?
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4.   品質面 の実用化課題
BUT

①適法となるようなUXの実現

②専門家とテクノロジーのコラボレーション

③LLM側のモデルアップデート時も「適切な医療支援」が出力

されているかを継続的に確認する仕組みが必要

まとめ 医療においてLLMは活用出来るか?
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各種お問い合わせ

取材・講演のご相談

広報部 田島めぐみ

090-7843-9782

pr@fastdoctor.jp

自治体事業関連のご相談

公共政策部 福島 直央

070-1227-8309

publicpolicy@fastdoctor.jp 

その他のご相談

https://www.fastdoctor.co.jp/contact
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